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東北学院大学経営学部  教授

菅山真次
　協調会は 1919 年に労資協調を図るた
め、社会政策の調査研究とその実行を目
的に設置された財団法人である。協調会
が残した膨大な調査研究資料は、中央労
働学園を経て法政大学大原社会問題研究
所に引き継がれ、その一部はすでに「日
本社会労働運動資料集成」などの形で復
刻・公開されてきた。
　今般新たに復刻されるのは、戦間期を中
心とする企業の労働調査関係資料である。
まず注目されるのは、カバーする産業・企

業が大変広いことであろう。対象とされる企業は、鉱業・造船・
鉄鋼・鉄道・製糸・紡績・食品など、多くの産業分野に及
んでおり、しかも、それぞれの分野で代表的な企業が調査
対象に取り上げられている。資料からは、調査課の係員が
多大な手間暇をかけて各企業に資料提供を依頼して、収集
に取り組んでいる様子がひしひしと伝わってくる。とくに
労役規則や就業規則、扶助規則など、労働者に関する規約・
規則類については系統的に収集する努力が払われており、
貴重なコレクションになっているといえよう。
　さらに注目されるのが、各企業の「労働事情調査」の報
告書である。これらは、嘱託も含めた労働課の職員が主に
労務担当者へのインタビューをもとにまとめたもので、今
回復刻される資料のうちにはこうした報告書が 51 本も含ま
れている。協調会が力を入れた事業の一つは『社会政策時報』
の刊行だったが、これらの報告書は同誌上でシリーズとし
て掲載された産業別の労働事情調査のもとになったと考え
られる。間宏氏の名著『日本労務管理史研究』をはじめ、
この労働事情調査は戦間期の労働史研究において参照され
ることも多く、通説的イメージを形作るのに大いに貢献し
てきた。今般の復刻によって、私たちはその原資料に直接
あたることができるようになるわけである。しかも、その
資料は、産業別ではなく企業別の資料として利用可能となる。
　これらの貴重な資料から、どのような新しい歴史像が紡
ぎだされていくのか、本当に楽しみである。
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武田晴人
　第一次世界大戦期以降の日本では労働

運動が高揚した。この状況に対応するた

めに徳川家達、渋沢栄一、清浦奎吾、大

岡育造などによって、労資協調を目指し

て設立されたのが協調会であった。協調

会は財界からの寄付金などを基金に、社

会政策についての調査研究や政策提言な

どを行ったことはよく知られている。そ

の活動の基礎となるのが、協調会が調査

収集した労資関係の実態、労働運動の実

情に関する資料であった。

　このような貴重な資料群は、現在、法政大学大原社会問

題研究所に保管されており、すでにその一部が「日本社会

労働運動資料集成」などの形で公開されてきた。新たに公

開されるのは、未整理部分の一部となる「協調会企業調査

資料 1-32」と称するものであり、労働運動の高揚期に関心

を持つ経済史･労働史研究者だけでなく、広い分野の歴史研

究者にとって利用価値の高いものということができる。と

くに、この資料群には協調会からの照会に対する回答とい

う形式の資料が多数含まれており、そこに当時の企業の肉

声を残していることは、資料の質の高さ・貴重さを示唆し

ている。しかも、その対象企業には、三菱重工業、石川島

造船所、古河電気工業、住友金属工業、神戸製鋼所、三井鉱山、

三菱鉱業、別子鉱山、山十製糸、片倉製糸、鐘淵紡績、大

日本紡績など当時の代表的な鉱工業企業だけでなく、日本

郵船や大阪電軌、東武鉄道などの運輸部門の企業などを含

んでいるという点でも、希有の企業資料であるということ

ができよう。

　これらの資料の公開を契機にして戦間期の経済史･経営史･

労働史などの研究が活発になることを願ってやまない。

戦間期の企業の実態を伝える希少資料 カラーDVD版 2枚  定価 ￥230,000〔本体価格〕
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足尾銅山、入山採炭、沖ノ山炭鉱、貝島鉱業、釜石鉱山、
串木野鉱山、住友別子鉱山、三池炭鉱、三井鉱山、三菱鉱業

戦間期の企業の実態を伝える希少資料

◆鉱業（炭鉱、鉱山）

浅野造船所、東京石川島造船所、横浜船渠、三菱造船
◆造船（船渠）

久保田鉄工所、神戸製鋼所、住友伸銅鋼管、住友製鋼所、
日本製鋼所、日本製鉄、古河電気工業、八幡製鉄

◆鉄鋼（製鉄、伸銅）

江ノ島電気鉄道、大阪電気軌道、小田原急行鉄道、九州
電気軌道、京王電気軌道、京成電気軌道、湘南電気鉄道、
東京横浜電鉄、東武鉄道、箱根登山鉄道、阪神電気鉄道、
目黒蒲田電鉄

◆鉄道

大阪商船、関門汽船、北日本汽船、九州汽船、国際汽船、
日本郵船

◆運輸（船舶）

岡本自転車自動車製作所、日産自動車、日本車輌製造、
日立製作所

◆輸送（自動車）

片倉製糸紡績、関西製糸、郡是製糸、帝国撚糸織物、
日本フエルト、日本絹撚、山十製糸

◆製糸（製糸、フェルト、撚糸、染色）

大阪合同紡績、鐘淵紡績、倉敷紡績、相模紡績、大日本紡績、
帝国製麻、東洋紡績、日清紡績、富士瓦斯紡績

◆紡績

王子製紙、土佐紙、富士製紙、三菱製紙
◆製紙

小野田セメント製造、合同油脂、東洋陶器、豊国セメント、
日本曹達、白洋舎

◆化学、窯業（曹達、セメント、石油、油脂）

大日本麦酒、野田醤油、ヒゲタ醤油、ヤマサ醤油
◆食品（醸造業）

協調会・企業調査資料集
カラーDVD版

　社会・労働問題の研究機関としてわが国最古の歴史を誇る法政大学大原社会問題研究所

が所蔵する未公開資料の一つ「協調会の企業調査資料」である。

　同資料は、第一次大戦後の労働運動の高揚を受け、1919 年に設立された協調会が、労

使協調を目的に、社会政策・社会運動、社会政策推進、労働争議の仲裁・和解など、多岐

にわたって進めた調査研究の成果である。調査期間は、大正 5 年から昭和 15 年に至る 4

半世紀に及び、とりわけ大正 9 年から昭和 6 年に大きな成果を残している。調査の対象

企業は 32 業種 165 社にものぼり、各企業の労役規則、扶助規則、就業規則とともに、産

業別の労働事情を調査し、「社会政策時報」の原資料ともなった労働事情調査報告書など、

貴重な資料群が含まれている。

　第一次大戦から戦間期に至る激動期の主要産業・中枢企業の研究に新生面を拓く資料と

して、経済史・経営史・労働史研究をはじめ、広く近代史の研究者にお勧めします。
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Microsoft WindowsXP ServicePack3、Windows Vista ServicePack2、Windows 7、 Windows 8
Microsoft Internet Explorer 8　以上（Windows Vista 以降はMicrosoft Internet Explorer 9 以上）
（本コンテンツは Javascript を使用しています。
本コンテンツをご利用頂く場合はブラウザの Javascript を有効に設定してください）
AdobeReader 8 以上（Window 7 は AdobeReader 9 以上）

OS
ブラウザ

その他

法政大学大原社会問題研究所所蔵

2枚  定価 ￥230,000〔本体価格〕

「大正中期の紡績工場」（毎日新聞社提供）

丸善雄松堂株式会社  学術情報ソリューション事業部  開発部
〒160-0002  東京都新宿区四谷坂町 10－10
TEL.03-3357-1449　FAX.03-4335-9419　e-mail  archives@maruzen.co.jp　　


